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平成23年度第3回御船町議会定例会（5月会議）を5月19日に開いた。
専決処分の報告等、工事請負契約の締結及び平成23年度一般会計の補正予算を審議した。
審議内容は以下のとおり

◆転落事故と損害賠償の報告について

　この事故は、平成22年8月9日午後9時10分頃、町道
中央線を通行中に蓋のない側溝へ足を落として負傷され
た事案。転落事故に対して損害賠償の額が決定され、専
決処分がなされた。損害賠償額は388,113円で両者間で
協議され示談が成立した。
吉村議員　なぜ示談が遅くなったのか。
野口総務課長　転倒後、骨折があり入院治療となった。
リハビリなどの期間もあり、治療費が確定するまでに時
間がかかった。

◆専決処分の報告及び承認について

　平成23年度御船町一般会計補正予算について、歳入
歳出予算の補正がなされ、予算総額を歳入歳出それぞれ
58億3,437万6,000円となった。3月発生した東日本大震
災へ行政からの職員派遣を実施（職員の4名）するため
の補正がなされた。

◆議案第１号 工事請負契約の締結について

山本町長　御船小学校改築工事解体（第2期）工事に
ついて請負契約を締結する。契約金額、3,510万4,440円。
工事費、3,343万2,800円。消費税、167万1,640円。

井本議員　4月26日に予定されていた入札が5月13日に
日延べになったのはなぜか。
木村副町長　入札前に普通ではない情報が入ったので中
止し5月13日に再度実施した。
福永議員　町は談合らしき情報に関して、どのような調
査をし、どのような対処をしたのか。
木村副町長　指名審査委員会委員長としては、民民の問
題を調査するということはできない。したがって26日
の入札をいったん止め、仕切り直しを行った。
福永議員　このような情報が寄せられて、町は警察、検
察等へ告発をしたのか。
木村副町長　告訴・告発、それはしていないが、情報は
警察に伝えてある。
福永議員　公務員は義務として、告訴・告発の義務が課
されている。なぜそのときに告発までには至らなかった
のか。
山本町長　談合情報は情報を持っている人や知っている
人が手続きをとれば良い。先ほどの井本議員、福永議員
の発言の情報はどこから持ってきたのか、尋ねたい。
井本議員　解体工事に入札参加した12社の中の1社の人
が資料提供をした。
福永議員　私は某執筆業関係者からと言っておく。
山本町長　それが本当の情報なのか否かはきちんと調査
をしないとわからない。それで公正な入札が行われない
可能性があると判断した。何らおかしいところはない。
福永議員　ここに名前が出ている2社についても町は何
ら処分をまだしていない。
山本町長　処分等については、ちゃんと基準があるので
ルールに基づいてやっていく。
田端議員　2回目の入札に関しては何ら申し上げていな
い。1回目の26日が非常に問題だ。
佐藤議員　4月26日の入札が公正にできないとの判断で
延期をしたことは、問題ない。井本議員から質問された
中で、「それは談合です」と言い切られたがどうして言
い切れるのか疑問だ。町としては談合ではなく疑わしい
から延期した。「それには全くかかわっていない。」こと
の確約書を参加業者からとって入札しており、町がとっ
た行為は何ら問題ない。
野口総務課長　結果的に最低価格で落札し、くじ引きと
いう公正な入札ができた。
田端議員　私は佐藤議員には監査として調査をしてくれ
とお願いをしたときに、何か肯定するような発言もされ
ているが、間違いなく先ほどの覚書を見ると2社の名前
が入っており印鑑も打ってある。この2社に関しては町
に被害を与えようとした恐れがあったわけだから、ペナ
ルティを与えるべきだ。

5月
議会

▪ 5月19日 ▪

承認

可決

10日 議会　広報編集常任委員会
13日 議会運営委員会　上益城郡議長会議
15日 緑川水防演習（甲佐町）　広報編集常任委員会

御船高校スポーツ大会
16日 全員協議会　総務常任委員会

民生文教常任委員会
全国町村議会議長会正副議長研修（東京）～ 18日

18日 例月出納検査
19日 議会　産業建設常任委員会

広報編集常任委員会
20日 上益城郡監査連絡協議会
22日 御船中学校運動会
23日 熊本県町村議会議長会議長研修
24日 九州横断自動車道勉強会（山都町）
25日 矢部公園線総会（山都町）　商工会総会
26日 御船町甲佐町衛生施設組合議会

観光協会総会
27日 九州横断自動車道沿線議会理事会幹事会

企業連絡協議会総会
30日 議会運営委員会

御船町人権教育推進協議会
31日 九州横断自動車道沿線議会合同理事会幹事会（延岡市）

（平成23年5月）議会の     き動

平成23年度第3回御船町議会定例会（5月会議）
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井本議員　佐藤議員は私が断言したと言われたが私は断
言する。公正証書の中にもう1社入って話し合いに来て
いる。それは3社に全部話ができたから印鑑をください
という申し入れがあったことを私はこの入札3社から聞
いた。
山本町長　町は適正な入札によって決定して、それを議
会基本条例の中で4,000万円以上の議決をお願いすると
いうことである。
井本議員　2回目の入札は、適正な入札が行われたこと
が金額を見ればわかる。26日の入札が延期になったこ
とを質疑している。この疑惑が晴れないままの議決は理
解に苦しむ。
吉村議員　今、各議員から話があっている通りこの入札
は問題ない。
田端議員　13日が1回目の入札であるなら何ら問題はな
い。2回目の入札の12社の中に、1回目に参加した人が
2社を除いて入っているならば談合という中に参加した
可能性がある。
山本町長　1回目はそういう情報があるから中止をした。
改めて指名審査委員会で諮って確約書をいただいて、確
認をして入札をした。何らおかしくない。
田端議員　この覚書は普通じゃない。この行為に対して、
行政は何の対応もまだしてない。
山本町長　詳しい内容、その書類の中身がどこまで真実
なのかは、行政がするべきものではなく、きちんと調査
するところが対応して問題があれば処分が下される。
永山議員　公正証書の書類が出て見ている方、見てない
方がいるので、それをみんなが見て議決とってはどうか
と思う。
岩田議長　本会議で審議をする。
田中議員　指名審査委員会で検討し入札を一時中断した
ことは、適切な判断であったと思う。
1回目を辞退した2社については調査をして、指名入札
の罰則の中で、処分を示し議会に決まったことを報告し
て頂く。
山本町長　指名停止とか指名延期はルールがある。それ
に基づいて再確認をする。
田端議員　最低価格については業者も知らないのか。

野口総務課長　業者には、入札時に最低価格の割合を発
表するのでその時点で分かる。
山田議員　その覚書が本当に正しいのか真実なのか、私
たちが見ても調べてもわからない。ちゃんとした機関に
持っていかれたほうがいいと思う。
田上議員　13日のこの入札については、正しく行われ
ているので議決していいと思う。4月26日の件について
は必要であれば今後調査すれば良い。
吉村議員　私も賛成。先ほどからその2社については後
で調査をすると言われておる。各議員に任せていただい
て、決をとって欲しい。
田中議員　26日のことを引きずって13日が何か不正が
あるようにも聞こえてくる。適切にやっているのであれ
ば適切にやっていると、はっきり言ってほしい。そして、
この部分においては本日ここで採決をお願いしたい。
山本町長　今、田中議員の発言の通りルールに基づいて
きちんと行政は行っている。

◆議案第2号
平成23年度御船町一般会計補正
予算（第3号）について

　平成23年度御船町一般会計補正予算（第３号）は歳
入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ71万円を追加
し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ58億3,508
万6,000円とする。

可決

議決後　解体が進む御船小学校

※　賛成 ○　反対 ×　岩田議員は議長のため採決には加わっていない。
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承認
３号 専決処分の報告及び承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
１号

工事請負契約の締結について
（契約金額35,104,440円） ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ × ―

議案
２号 一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成23年度第3回御船町議会定例会（5月議会）議案に対する賛否
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5）議会報告会について
まちづくり計画書（予算説明書）が出来上がった後。

　5月30日（月）午後1時30分から委員会室において開
催し、以下について協議審議した。
1）平成23年度第4回御船町議会定例会（6月会議）につ

いて
開催日程　6月9日（木）から6月15日（水）午前10時から

ただし、10日（金）から12日（日）及び14日
（火）は休会

一般質問　15日（水）10時から3人
　　　　　田上議員　福永議員　増田議員

2）議員全体研修について
各常任委員会において検討し6月20日頃まで決定する。

◦7月20日（水）兵庫県篠山市議会「議会だよりにつ
いて」

　担当委員：議会運営委員会・広報編集常任委員会
（3）議会独自研修会について

6月2日（木）午後1時30分～
講師：田口　一博　先生（1962年1月11日生まれ）

【田口先生の紹介】　2010年から新潟県立大学に着任。
国際地域学部で行政学・行政法・地方自治法などを
担当されている。これまでの研究の中心は地方自治
法・議会・地方分権。県立大学では政治学や法学の研
究者養成のための専門教育を行うわけではなく、行
政という現象、新潟を題材にとらえ、社会に自立的に
貢献できる「常識人」の育成を目的とされている。

（4）議員全体視察研修について
時期は、9月の20日過ぎから9月末頃、研修予定地は
それぞれの常任委員会の考えで提出し、その中で予
定地を決定する。

（5）その他
議会報告会を例年5月にしていたが、今年は選挙も
あり各家庭に予算説明書が配布されていない。今年
は議会運営委員会で検討する。

4　連絡事項
（1）一般質問について

時間制限無しに決定。議員、執行部は、持論の展開で
時間稼ぎなどせずに本人が自覚し、お互いに的確に
質問と答弁を言い合う。（意味の無い持論や答弁は
議長判断で打ち切る。）

（2）クールビズについて
9月の末頃まで

5　閉　　会　塚本副議長

　5月13日（金）午後2時30分から委員会室において開
催し、以下について協議審議した。
1）平成23年度第3回御船町議会定例会（5月会議）につ

いて
開催日程　5月19日（木）午前10時から
一般質問　なし

2）視察受入れについて
受入れについて常任委員会の割り振りを行った。

3）議会独自研修会の開催について
6月2日（木）田口一博氏（御船町議会アドバイザー）に
依頼。

4）議員全体研修について
各常任委員会及び全員協議会で審議する。時期につい
ては9月末。

　平成23年度第3回全員協議会が、5月16日（月）議会審
議会室で午前9時から行われた。

１　開　　会　塚本副議長

２　議長挨拶　岩田議長
1時間繰り上げて行うが、終了後、全国町村議会議
長会正副議長研修会に出席するため。
吉村議員、清水議員は欠席。

３　報告、協議事項
（1）平成23年度第3回御船町議会定例会（5月会議）に

ついて
議会運営委員会決定事項等
議案配布及び説明（執行部）
第１　会議録署名議員の指名
第２　報告第１号　専決処分の報告について
第３　承認第３号　専決処分の報告及び承認について
第４　議案第１号　工事請負契約の締結について
第５　議案第２号　平成23年度御船町一般会計補正

予算（第3号）について
（2）視察受入について

◦6月28日（火）午前、新潟県聖龍町議会「通年議会
について」
担当委員：総務常任委員会

◦7月12日（火）午後、静岡県川根本町議会「基本条例、
光について」

　担当委員：産業建設常任委員会、光については総
務課長、 電算係長

◦7月13日（水）午前、福岡県筑前町議会「議会活性
化について」

　担当委員：民生文教常任委員会

委員長　　田中　隆敏

議 会 運 営 委 員 会 報 告議議議議 会会会会 運運運運 営営営営 委委委委 員員員員 会会会会 報報報報 告告告告議 会 運 営 委 員 会 報 告議 会 運 営 委 員 会 報 告

平成 年度 第 全員協議会平平平平平平平成成成成成成成 22222223333333 年年年年年年年度度度度度度度 第第第第第第第 3333333 回回回回回回回全全全全全全全員員員員員員員協協協協協協協議議議議議議議会会会会会会会平成 23 年度 第 3 回全員協議会平成 23 年度 第 3 回全員協議会
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日曜議会開く　平日並み
　開かれた議会を目指している議会。一人でも多くの方
に傍聴いただくように3月13日の日曜日に会議を開いた。
結果、平日並みの傍聴者となった。初めての取り組みで
もあるが、事前の周知不足もあった。

一般会計当初予算12.8％減
57億8,975万7千円

　任期満了に伴う町長選挙が4月に行われるため、当
初予算は57億8,975万7千円が提案された。昨年比で
12.8％減の骨格予算となった。

◆一般会計予算に対する主な質疑

藤村議員　町税の財政確保策をどう考えているか。
山本町長　固定資産税は443号線開通で商業施設が出来
約3,000万円ほど増えた。445号線、シンボルロード線
が開通すると人の流れが良くなり、また期待できる。
　町中心部や高木、豊秋地区がベースだが、高木にイン
ターが出来ると大きく変わるのではないか。山間地区は
光ファイバー網整備で人材ネットワークが生かされるの
ではないか。
畑田議員　子宮頸がん予防ワクチン接種対象者は。
藤本保健衛生課長　中学1年生から高校1年生までを対
象としている。

　23年3月議会を3月10日から15日まで開いた。13日の日曜日も平日どおりに開いた。専
決処分の報告や議会会議規則の一部を改正する規則の改正、工事請負契約の締結、22年度一般
会計補正予算、特別会計補正予算等提案されすべて承認した。
　23年度一般会計予算は町長選挙前であるため骨格予算として提案され認定した。
　（会議の報告は一部分とする。）　
　町政に対する一般質問に3人が登壇した。

3月
議会

▪3月10日～15日▪

沖議員　顧問弁護士費用60万円の使途は。
野口総務課長　一般的な相談料で、毎年10数件相談を
行っている。
清水議員　嘱託区の再編はどこまで進んでいるか。
野口総務課長　85区ある中で、大きな区は300戸を超え
て、小さな区は10戸程度で差がある。地域の文化や行
事の違いなどで進んでいない。　

◆町政に対する一般質問（質問要旨のみ）

池田議員　①中原団地駐車場の確保の計画はどうするの
か。②企業誘致の現在の状況はどうなっているか。御船
インター周辺の計画はあるのか。

田端議員　1、①第1期行財政改革プログラムの実績、
成果はどうなっているか。②第2期の現状と今後の取り
組みは。2、①地域活性化策をどう取り組むか。②農業
振興策をどう取り組むか。3、①ごみ処理場のごみ処分
量の推移と耐用年数、今後の計画は。②火葬場の現状と
今後の計画は。

田中議員　スポーツの振興と健康づくりで①町主催のス
ポーツ大会の開催状況は。②運動することで医療費の削
減にどう繋がっているか。③町をPRするスポーツイベ
ント開催の考えはないか。

総務常任委員会報告

　5月10日（火）本会議において
議長より総務常任委員会に委員の
指名があった。正副委員長他委員
は次のとおり
委 員 長　池田 浩二
副委員長　田中 隆敏
委　　員　塚本 勝紀　清水 圣　
　　　　　永山 和人
　5月16日（月）全員協議会終了後
議員全員研修会の研修場所を審議
し、自治基本条例を定めている自
治体の視察を希望することとした。

民生文教常任委員会報告

　5月10日（火）本会議において
議長より民生文教常任委員会に委
員の指名があった。正副委員長他
委員は次のとおり
委 員 長　佐藤 俊明
副委員長　藤川 博和
委　　員　井本 昭光　田端 幸治
　　　　　田上 忍
　5月16日（月）全員協議会終了
後議員全員研修会の研修場所を審
議し、長野県川上村の視察を希望
することとした。

産業建設常任委員会報告

　5月10日（火）本会議において
議長より産業建設常任委員会に委
員の指名があった。正副委員長他
委員は次のとおり
委 員 長　吉村 公一
副委員長　増田 安至
委　　員　岩田 重成　沖 徹信
　　　　　福永 啓　　山田 五郎
　5月19日（木）議会終了後、全議員
研修会及び本委員会研修の研修場所
を審議し、各委員に目的や場所等を
考えて提出してもらうようお願いした。

委員長　　吉村　公一委員長　　佐藤　俊明委員長　　池田　浩二

委 員 会 報 告委委委 員員員 会会会 報報報 告告告委 員 会 報 告委 員 会 報 告

23年 3月議会
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今
回
の
町
長
、町
議
会
議
員
選
挙

は「
竹
問
題
」が
一
つ
の
争
点
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
、こ
の
問
題
が
何
故
起
こ
っ

た
の
か
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の

か
、し
っ
か
り
検
証
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。と
言
う
の

も
、ま
ず
は
行
政
が
き
ち
ん
と
情
報

収
集
し
、調
査
を
行
な
い
、論
議
・
検

討
を
行
っ
て
い
れ
ば
防
げ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

よ
く
行
政
を
批
判
す
る
言
葉
に

「
前
例
踏
襲
主
義
」「
事
な
か
れ
主

義
」
が
あ
り
ま
す
。
前
例
を
大
切
に

す
る
の
は
、
公
平
性
・
継
続
性
な
ど

の
観
点
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。し
か
し
、こ
の
こ
と
が「
事
な
か

れ
主
義
」と
つ
な
が
っ
た
と
き
、極
端

な
言
い
方
を
す
れ
ば
、行
政
の
思
考

が
停
止
し
た
状
態
と
な
る
と
考
え

ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
ら
な

い
た
め
に
は
、常
日
頃
か
ら「
見
つ
め

直
す
」
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。「
見
つ
め
直
す
」た
め
に

は
、情
報
を
収
集
し
、調
査
・
分
析
を

行
い
、検
討
し
て
い
く
、そ
の
よ
う
な

行
為
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。す

な
わ
ち
、行
政
の
思
考
が
活
力
的
に

働
く
状
態
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
や
、
本
県
に
於
い
て
も
、
九
州

新
幹
線
全
線
開
業
や
来
年
度
予
定

さ
れ
て
い
る
熊
本
市
の
政
令
指
定
都

市
へ
の
移
行
、あ
る
い
は
将
来
的
に

は
道
州
制
の
導
入
等
が
考
え
ら
れ

て
お
り
、
今
後
、
益
々
都
市
間
競
争

が
激
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

御
船
町
が
こ
の
競
争
に
打
ち
勝

つ
た
め
に
は
、行
政
の
思
考
が
停
止

す
る
こ
と
な
く
、活
力
的
に
働
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
意
味
に
於
い
て
、今
回
の
問

題
を
行
政
の
有
り
様
を「
見
つ
め
直

す
」
契
機
と
し
、活
気
溢
れ
る
御
船

町
づ
く
り
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

　

5
月
22
日（
日
）
御
船
中
学
校
の

体
育
大
会
に
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
。

挨
拶
の
中
で
、「
今
の
時
期
だ
か
ら
こ

そ
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
、
こ
の
空
は

東
北
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
。」
と
い
う

言
葉
が
あ
っ
た
。生
徒
の
特
別
な
思
い

で
準
備
や
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た

姿
勢
が
私
の
心
に
伝
わ
っ
て
き
た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
に
入
る
と
リ
レ
ー
に
ジ
ャ

ン
プ
、よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、全
生
徒

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
1
人
１

人
の
目
の
輝
き
、応
援
す
る
声
、あ
い

さ
つ
、片
付
け
ま
で
、ま
さ
に
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン「
団
結
～
心
を
一
つ
に
仲
間

に
誇
り
を
！
～
」
を
感
じ
胸
が
熱
く

な
っ
た
。閉
会
式
で
は
、優
勝
し
た
団

の
生
徒
達
の
目
に
は
涙
。
こ
の
体
育

大
会
に
、一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
た

生
徒
達
の
思
い
は
き
っ
と
東
北
ま
で

届
い
た
だ
ろ
う
。本
当
に
、素
晴
ら
し

い
体
育
大
会
だ
っ
た
。
こ
の
体
育
大

会
に
懸
け
た
思
い
を
忘
れ
ず
に
今
後

も
中
学
校
生
活
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

6
月
5
日（
日
）に
町
内
の
一
部
小

学
校
の
運
動
会
は
雨
の
な
か
開
催
さ

れ
た
。そ
れ
で
も
、児
童
達
は
、元
気

い
っ
ぱ
い
に
走
り
、踊
り
、跳
ん
で
い

た
。表
紙
の
写
真
は
、滝
尾
小
学
校
の

応
援
合
戦
の
時
に
グ
ラ
ン
ド
に
転
が

る
場
面
。
全
く
嫌
が
ら
ず
に
転
が
り

児
童
た
ち
の
顔
は
輝
い
て
い
た
。
6

年
生
は
小
学
校
最
後
の
運
動
会
で
残

念
で
は
あ
っ
た
が
、
記
憶
に
残
る
1

ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
。（
山
田　

五
郎
）

6日 議会改革特別委員会、全員協議会、あおぞら会議
11日 常任委員長・議会運営委員長研修会（自治会館）
12日 静岡県川根本町議会視察受入れ
13日 福岡県筑前町議会・新潟県燕市議会視察受入れ
14日 議会
20日 兵庫県篠山市議会視察受入れ・あおぞら会議
28日 全国町村議会議長会広報研修会 ～ 29日

　平成23年5月24日午後6時30分から8時30分までの2時間、委員会室にて新議員研修会を
開催。主催は議会事務局にて実施された。新人議員の登竜門である。新人議員6名が全員参
加し、基礎知識の向上と様々な法律について研修した。今回の研修は新人同士の意見交換の
場としても有意義だった。さらに、一般質問のDVDも鑑賞して先輩議員のお手本を見て学
習した。6月議会の一般質問に向け意識づけとなった。

御船町議会　新議員研修に出席して
御船町議会議員　　増田　安至

「竹問題」から思うこと

7月の行事予定


